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今期（令和６年度）から、理念・目標を社協全体で共有し、オール川崎社協の川崎市地域福祉活動計画として策定しています。
基 本 理 念	 みんなで支えあい　ともに安心して　その人らしく暮らせる　川崎のまちづくり～ともに目指す地域共生社会の実現～
４つの目標	 Ⅰ　認め合い支え合う心を広げよう　　　　　　　　　　　Ⅱ　みんなが参加できる地域をつくろう
	 Ⅲ　寄り添い支え合える地域のネットワークをつくろう　　Ⅳ　未来の福祉を共創しよう
１０の取組	 １ 「ふくし」の心が育つ取組	 ２ 多様化する地域課題・生活課題への対応	 ３ 「伝わる」広報啓発　
	 ４ 活用の見える化～寄附文化の醸成～	 ５ 場づくり・機会づくり	 ６ 住民主体の活動の振興
	 ７ 福祉人材の発掘・育成・支援	 ８ 多種多様な社会資源同士の連携強化と協働
	 ９ 災害に強い地域づくり	 １０ 持続可能な地域福祉の推進に向けた調査研究の強化

詳しくは！▶

　災害ボランティアセンターは、災害（地震・風水害など）が発生した際に、被災した方々や地域を支援するために、臨時
的・応急的に作られるボランティアセンターです。各地から集まるボランティアと、被災者のニーズをつなぐことが大きな
役割です。
　今年 1月 1日に発生した能登半島地震においても各地で災害ボランティアセンターが開設され、全国の社会福祉協議会
から応援職員が派遣されました。川崎市社協職員も現地で運営支援に参加しました。
　また、川崎市では令和元年東日本台風（令和元年台風第 19 号）の際に川崎市災害ボランティアセンターが開設され、
延べ 1,340 人の方がボランティアとして活動しました。
　災害ボランティアセンターは、法律で定められている機関ではありませんが、被災地域の自治体ごとに社協が中心になっ
て設置・運営されることが一般化しています。

災害ボランティアセンターの役割

災害が起こったら…

第６期地域福祉活動計画について

災害発生時、社会福祉協議会は
災害ボランティアセンターを開設します！

災害ボランティアセンターの様子

ボランティア活動の様子
被災住民 ボランティア

災害ボランティアセンター

（社協）

ボランティア
登録

ボランティア
調整

ボランティア
活動

ニーズ調査

ボランティア
依頼

災害時の取
組を説明し

ます！

今号から全面フルカラーでの発行になりました！



　中原区には、５つの地区社会福祉協議会（以下、地区社協）があり、住民に一番
身近な立場で地域福祉の推進に取り組んでいます。このシリーズ企画では、５つの
地区社協について紹介していきます。最終回の今回は小杉地区社協を紹介します。

中原区内ではこんな活動しています！シリーズ
Vol.5
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福祉パルなかはら
（中原区社会福祉協議会）

イチオシ事業を

紹介します！

対象地域：小杉町、小杉陣屋町、小杉御殿町、等々力、
　　　　　今井上町、今井仲町、今井南町、今井西町、
　　　　　市ノ坪
人　　口：53,289人
世 帯 数：27,342世帯
高齢化率（65歳以上）：14.44％
年少人口率（15歳未満）：13.79％   （令和５年12月現在）

　小杉地区は、武蔵小杉駅を中心とした地域です。
武蔵小杉駅周辺は、再開発で交通の利便性が高ま
り、高層マンションが増加したほか、商業施設も
充実しています。
　小杉地区社協は、総務企画部、女性部、高齢者福
祉部、青少年福祉部の４つの部から構成されてい
ます。
　子育てサロン、ひとり暮らし高齢者会食会をは
じめとし、地域の皆さまの福祉のため、様々な取り
組みを進めております。

小杉地区社協

勉強会

花見まつり（毎年3月頃　会場：川崎市総合自治会館）

年に１度、地区社協の全理事・全評議員を対象に勉強会を実施
しています。昨年度は日本赤十字社から講師をお招きし、防災
について学びました。今後も、日頃の地区社協活動に活かせる
ような勉強会を実施してまいります。

コロナ禍で中止していた「花見まつり」ですが、令和５年度に５年ぶ
りに開催することができました。当日は、落語・歌・体操・津軽三味
線のステージが行われ、来場者の皆さまに楽しんでいただくことがで
きました。今年度も開催する予定です。皆さまのお越しをお待ちして
おります。　※今年度の日程・場所は変更になる場合があります。
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　令和５年度は、新型コロナウイルス感染症による制限の解除を受けて、地域の中で動き始めた地区社協や小地域
福祉活動を行う福祉団体、ボランティアなどの活動を支援しました。また、なかはら福祉健康まつりや老人いこい
の家まつりなど多くの人を対象とした福祉啓発や地域の交流を目的とした行事やイベントを再開するとともに、広
報紙やボランティア情報紙、ホームページやLINE等のSNSを活用して地域福祉の推進につながる福祉啓発や有益な
情報の発信に努めました。
　さらに、災害時の対応に向けて、災害ボランティアの養成を行うとともに、災害ボランティアセンターの周知や
関係機関・団体との連係に努めました。

　令和６年度は、市・区社協が一体となって策定した第６期地域福祉活動
計画（令和６年度～８年度）の初年度にあたり、中原区社協では前期計画
の基本目標や重点目標を継続し、川崎市地域包括ケアシステムの一翼を
担うべく事業を進めてまいります。
《基本目標》
●地域福祉活動の推進…地域福祉活動拠点における居場所づくりの推進、
小地域福祉活動の組織づくりや人材育成の支援
●ボランティア活動の推進…ボランティア養成講座の開催、情報提供に
よる活動支援
●広報啓発活動、組織体制の強化…多様な相談への対応、広報・情報提
供の充実
●災害時の対応に向けての取り組みと連携強化…災害ボランティアの養
成、災害ボランティアセンターの周知、関係機関との連携

《委託事業等》
●老人いこいの家の管理運営…適切な管理運営、地域福祉活動拠点とし
ての活用促進
●貸付事業…生活福祉資金貸付事業
●中原区あんしんセンター事業…日常生活自立支援事業、成年後見支援
センター事業

令和６年度　事業計画・予算

令和５年度　事業報告・決算

地域福祉活動の推進
〈主な事業〉
・地区社協活動支援
・障害者（児）リフレッシュ事業

1 ボランティア活動の推進
〈主な事業〉
・ボランティア養成講座等の開催
・夏休み福祉・チャレンジボラン
　ティア体験学習「チャレボラ」
　の実施

2

災害時の対応に向けた
取り組みと連携強化
〈主な事業〉
・災害ボランティア講座
・中原区総合防災訓練への参加

4 広報啓発活動、
組織体制の強化
〈主な事業〉
・なかはら福祉健康まつりの開催
・相談体制の強化
・各種委員会の開催

3

会費・賛助会費収入
・寄付金　6%

補助金収入　29%

受託金収入
2%

事業収入
1%

共同募金配分金
収入 4%

市社協からの
繰入金収入
32%

前年度繰越金　26%

区支部（区社協）
運営事業　43%

地域福祉活動
推進事業　7%共同募金配分金事業　14%

福祉サービス
事業　3%

老人いこいの家
指定管理等事業
　　　9%

次年度繰越金　24%

会費・賛助会費収入・
寄付金　5%

補助金収入
26%

受託金
収入 2%

事業収入
1%

共同募金配分
金収入 4%市社協からの

繰入金収入 34%

サービス
区分間繰入
金収入 3%

積立資産
取崩収入
5%

前年度繰越金 20%

区支部（区社協）
運営事業　44%

地域福祉活動
推進事業 13%

共同募金配分金事業　20%

福祉サービス
事業 3%

老人いこいの家
指定管理等事業
12%

予備費　8%

収入
103,569,980円

支出
103,569,980円

収入
109,264,000円

支出
109,264,000円

リフレッシュ事業（バスケットボール試合観戦）
ボランティア
養成講座

総合防災訓練ブース出展 なかはら福祉健康まつり
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令和６年４月１日付けで、職員の異動がありました。
 ✿お世話になりました✿

【地 　 　 域 　 　 課】 宮本　仁美（中原老人福祉センターへ）
 服部　隆行（退職）

【中原区あんしんセンター】 野口　知子（川崎市あんしんセンター運営課へ）
【なかはら訪問介護支援事業所】 植木　倫弘（退職）

 ✿よろしくお願いいたします✿
【地 　 　 域 　 　 課】 桑原　聖奈（新規採用）
 影山　陽一（5月1日付け新規採用）

【中原区あんしんセンター】松永　剛（かわさき老人福祉センターから）

　賛助会員とは、社会福祉協議会の趣旨・目的に賛同
していただき、会費を払うことを通して活動や運営を
応援していただく個人または団体のことをいいます。
　賛助会員の募集は年間を通して行っており、なかでも
７月から９月までは賛助会員募集の強化月間として、
地区社協関係者が世帯を訪問するなどして入会のご案内
を行います。
　賛助会費は原則として一口1,000円からとなってい
ます。中原区社協の窓口でも受付しておりますので、
お問合せください。
　行政では解決が難しい地域の福祉課題を解決するに
は、その地域にお住まいの方々の協力が不可欠です。
「忙しくてボランティアはちょっと」という方も賛助
会員になることで地域福祉に貢献することができま
す。社協と一緒に中原区をもっと「住みよいまち」に
していきませんか！

【問合せ】中原区社協地域課　TEL 722-5500

令和６年４月１日付けで、委員の委嘱がありました。

・吉房　勝彦　　　　・黒田　守正
・工藤　由美雄　　　・吉岡　晃
・渡邉　きよみ　　　・山本　実千代
・宮内　節子　　　　・保坂　幸江
・大西　良和　　　　・和田　学英
・峰　浩一

春の叙勲・褒章　ご報告（敬称略）

本会　副会長　松原清一が永年の地域活動の功績により、旭日単光章を受章されました。　　

賛助会員って何？募集時期は？
どうやって賛助会員になるの？

中原区社協人事異動報告 社協なかはら編集委員紹介

賛助会員募集！７月から９月までは
賛助会員募集の強化月間です

その他、多くの福祉事業に役立てられます！

・ボランティア

　活動支援

・福祉教育支援

・子育て支援

・福祉情報の提供

・車いすなど

　福祉用具の貸出し

・ボランティア

　活動支援

・福祉教育支援

・子育て支援

・福祉情報の提供

・車いすなど

　福祉用具の貸出し

中原区社協の事業中原区内の地区社協の事業

一人暮らし

高齢者会食会
一人暮らし

高齢者会食会
子育てサロン子育てサロン

福祉に関する

勉強会・講演会
福祉に関する

勉強会・講演会
地域のための

イベント
地域のための

イベント

賛助会費は
このように役立ちます！
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